
生活支援コーディネーター都道府県担当者チェックリスト

□①都道府県のゴール設定が明確に出来ている

□②都道府県内の地域活動に実際に足を運び住民の声を聞いている

□③都道府県内の生活支援コーディネーターと顔が見える関係が出来ている

□➃総合事業（訪問B・D、通所B）、一般介護予防事業の調査を実施している

□⑤総合事業等調査結果が生活支援コーディネーターに伝わっている

□⑥市町村へ助言・支援が行えている（外部団体・県外）

□⑦市町村へ助言・支援が行えている（県内）

□⑧都道府県内の好事例を収集している

□⑨都道府県内の好事例を情報提供している

□⑩都道府県内の好事例を再現できるノウハウを作成している

□⑪都道府県内の好事例を、他市町村に普及出来ている

□⑫生活支援コーディネーターの養成を継続的に行っている

□⑬生活支援コーディネーター研修を外部委託に頼むノルマこなしになっていない


